
様式３

施設名

評価結果に基づく現状分析
（２２年度）

改善計画
（２２年度末時点）

業務プロセ
スの見える
化による支
援の質のさ
らなる向上

について

　多くの職員が共通認識を持って定型業務を
行っていくには、文書のみによる業務指示だ
けではなく、よりその業務内容が理解しやす
いように、マニュアル内に手順の写真や絵な
どを添付するようにしている。それによって職
員間の認識の誤差が解消し、より正確な業務
が行われるようになっている。
　しかし、まだ一部の業務マニュアルだけが
「見える化」を用いた内容での作成に留まっ
ているので、今後業務内容の必要に応じて
「見える化」の範囲を広げていきたい。
　また、業務内容に関しては、より正確で効果
的な内容になるよう適宜見直しを行っている
が、年度途中での見直しは、各業務担当者
単位で行われることが多いため、それぞれの
業務担当者内での見直しの積み重ねによっ
て、全体的なバランスに歪み（業務過多に
なっている時間帯がある等）が生じることがあ
る。さらに時間がたつと見える化したマニュア
ル自体が風景の一部となってしまい、独自の
手順などで業務を進めてしまいミスが出てしま
うことが見られた。「見える化」の実施と共に全
体のバランスにも考慮して業務を行っていく
必要がある。

　「見える化」については、まず業務頻度の多
い日常的な事項や、服薬等のより正確性が
求められる事項等を優先し、業務の見える化
への移行に努めていく。更に、既存の定型業
務に関しても、ヒヤリハットや事故報告等の
ケースを分析しながら、職員にとって分かりに
くく間違い易い部分を「見える化」していく等
の対応を行う。
　また、マニュアルをつくって周知したら終わ
りではなく、実際にそのマニュアルが実行され
ているか、リーダー層の職員がチェックしてい
くことが大切である。今あるマニュアルに固執
するのではなく、ヒヤリハットの分析などから見
えてきたことを考慮し、改善する。
半期に一度はマニュアルの見直しを行い、全
体的な業務バランスの調整と、職員がより効
果的で効率的な質の高い業務を行っていけ
るよう検証していく。

ホーム
ページの
内容の更
新・充実に
よるさらな
る情報発
信

について

　現在ホームページには、施設の概要や療
育方法等の他に、各行事の様子等も写真を
載せて公開している。また『事業計画書』『事
業計画書』『決算報告書』等も同サイト内で公
開をしている。
　更に利用者家族に対しては、パスワードを
入力すると日頃の活動の様子や行事の写真
などのより詳細な様子も見られるようになって
いる。また東日本大震災時には、一時的な
サービス提供内容の変更などを掲載した。携
帯電話がつながりにくい時期などもあり、ご家
族への連絡手段として大いに役立った。
　このように公開すべき事業者側の情報や、
利用者家族等が求める情報に関しては概ね
情報開示はできていると思われる。しかし、支
援業務の傍らでホームページの更新作業を
行っていることもあり、なかなか迅速な更新が
できない事が多い。閲覧者が見る時にタイム
リーな内容であるよう改善していく必要があ
る。

　学園での様子などを身近に伝えられるホー
ムページにしていきたいと考えているが、個
人情報保護の観点もある為、どのような方向
に進めていくかは試案中である。ホームペー
ジの閲覧者にとって、コロロ学舎で行われて
いる療育や活動内容が、よりわかりやすくなる
よう画像や動画などを多く取り入れていく。
　また、ホームページ担当者に更新作業がで
きる時間を計画的に割り当てていくことで、タ
イムリーな内容が提供できるようにしていく。
　さらに、インターネットは震災時も比較的つ
ながりやすく、緊急情報の発信ツールとして
大いに活用できたことを踏まえ、活用していき
たい。その為に利用者ご家族のインターネッ
ト普及率を調査している。
　今後も注目情報や告知等をお伝えするため
のトピックス欄や採用情報等も載せていくこと
で、閲覧者が継続して訪問したくなるような
ページを作成していく。

個人情報
の保護に
関する意
識のさらな
る向上へ
の取り組み

について

　 当法人の個人情報保護規程に関しては、
支援員室を含む計５カ所に設置していて、誰
もがいつでも閲覧できるようになっている。
　写真管理や情報書類の廃棄など、利用者
等の個人情報への意識は、だいぶ向上され
てきているが、それでもまだ写真や書類等の
個人情報が載っている物の管理が不十分な
面もあり、リーダー層を含めた職員全体への
指導は継続して必要である。
　また、開示請求等の実務面に及ぶ知識にな
ると更に理解度は低くなる傾向にあるため、
研修やOJTを通じて日常的に指導していく必
要がある。

　個人情報の処理方法は（書類や写真など）
周知徹底できており、定められた方法ですべ
ての職員が実行している。
　しかし、目的の理解という意味ではまだ浸透
していない部分が多い。
　今までも新人研修の時点で、個人情報保護
に関する研修は行ってきているが、更に具体
的かつ強調した内容で行っていく。また新人
研修の時だけでなく、日常の支援業務内での
指導、及び役職に応じた実務的な研修も行っ
ていき、個人情報保護に関する更なる意識向
上に努めていくこととする。
　また、経験年数の少ない職員に関しては、
契約面談に同席する機会を設け実際に情報
提供に関する説明を行うことで個人情報保護
へのより高い意識を育てていく。

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設サービス推進費補助金交付要綱」等の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのものです。

※「項目」は、第三者評価における「さらなる改善が望まれる点」などを参照に、施設が独自に決めています。

※第三者評価（又は利用者に対する調査）の結果は、施設において公表しているほか、「とうきょう福祉ナビゲーション」によりインターネットでも閲覧できます。

　瑞　学　園　（生活介護・施設入所支援）

私たちの施設は、「福祉サービス第三者評価」を活用して、利用者サービス向上のために常
に努力しています。

「福祉サービス第三者評価」を踏まえたサービス改善計画・実施状況

実施状況
（２３年１０月１日時点）項目 

 



様式４

＜障害者施設＞

瑞学園（施設入所支援）

第三者評価の受審・サービス向上に向けた計画策定 第三者評価又は利用
者に対する調査 ７００，０００円

障害程度の重い通所事業利用者への支援 ０人 ０円

障害者等を職員として雇用し、障害者雇用を促進 ０人 ０円

身体障害・内部障害の利用者に対する円滑な地域移行に向けた自活訓練 ０人 ０円

知的障害の利用者に対する地域生活への移行に向けた自活訓練 ０人 ０円

０人 ０円

筋萎縮性側索硬化症の入所者への支援 ０人 ０円

障害程度の特に重い施設入所者等への支援 人 円

障害程度の特に重い施設入所者に対する医療的ケアや日中活動の支援 ０人 ０円

利用者の一般就労への移行を促進 ０人 ０円

円向上 ０円

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設サービス推進費補助金交付要綱」の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのもので
す。

※事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書は、閲覧を希望する方に公開しています。

注１）「サービス推進費交付額」の金額と①～②の合計額は一致しないことがあります。

①社会福祉法人の施設経営にかかる基本部分の経費（基本補助） 計　　　　　　        ９１，４２５，６００ 円

②施設の努力に対する加算 計　　　　　　        １６，４４０，０００ 円

施設退所者へのアフターケア
（退所後の福祉サービス利用や生活全般にかかわる相談、物品の支援など） 主な

支援内容

利用者の授産工賃を向上させる取組
主な
取組内容

他の自治体等からの補助 ２，５３４，１７５円

都からの補助金（サービス推進費以外） 円

サービス推進費交付額（都独自の運営費補助）　＊注1 ８０，８７９，０００円

非常勤職員数（平成22年4月1日時点） ３人

施設の収入（サービス推進費などの状況）【平成２２年度実績】　

給付費　【負担率　国1/2、都道府県1/4、区市町村1/4】 ８１，９０３，９３７円

利用料　【法定負担及び食費等実費負担分】 ３９，６４２，６０５円

定員 ６０人

利用者数（平成22年4月1日時点） ６０人

常勤職員数（平成22年4月1日時点） ７０人

私たちの施設は、給付費や都からの補助、利用者からの利用料等によって運営されています。

施設名

平成２２年度における施設データ

総事業費（事業活動支出） １８１，８９０，０２６円

　うち人件費 ８２，４８９，８１６円



様式４

＜障害者施設＞

瑞学園（生活介護）

第三者評価の受審・サービス向上に向けた計画策定 第三者評価又は利用
者に対する調査 ７００，０００円

障害程度の重い通所事業利用者への支援 ８６６人 １５，１６７，７００円

障害者等を職員として雇用し、障害者雇用を促進 0人 0円

身体障害・内部障害の利用者に対する円滑な地域移行に向けた自活訓練 0人 0円

知的障害の利用者に対する地域生活への移行に向けた自活訓練 0人 0円

0人 0円

筋萎縮性側索硬化症の入所者への支援 0人 0円

障害程度の特に重い施設入所者等への支援 0人 0円

障害程度の特に重い施設入所者に対する医療的ケアや日中活動の支援 0人 0円

利用者の一般就労への移行を促進 0人 0円

円向上 0円

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設サービス推進費補助金交付要綱」の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのもので
す。

※事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書は、閲覧を希望する方に公開しています。

注１）「サービス推進費交付額」の金額と①～②の合計額は一致しないことがあります。

①社会福祉法人の施設経営にかかる基本部分の経費（基本補助） 計　　　　　　          １１，９１５，０００円

②施設の努力に対する加算 計　　　　　　          １５，８６７，７００円

施設退所者へのアフターケア
（退所後の福祉サービス利用や生活全般にかかわる相談、物品の支援など） 主な

支援内容

利用者の授産工賃を向上させる取組
主な
取組内容

他の自治体等からの補助 １０，２９１，３９５円

都からの補助金（サービス推進費以外） 円

サービス推進費交付額（都独自の運営費補助）　＊注1 １０，９１５，０００円

非常勤職員数（平成22年4月1日時点） ３人

施設の収入（サービス推進費などの状況）【平成２２年度実績】　

給付費　【負担率　国1/2、都道府県1/4、区市町村1/4】 ２９８，５７９，９０６円

利用料　【法定負担及び食費等実費負担分】 １５，４９９，６２０円

定員 １５０人

利用者数（平成22年4月1日時点） １４６人

常勤職員数（平成22年4月1日時点） ７０人

私たちの施設は、給付費や都からの補助、利用者からの利用料等によって運営されています。

施設名

平成２２年度における施設データ

総事業費（事業活動支出） ２９９，９７０，５０６円

　うち人件費 １９０，７４６，７１０円


